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　1. はじめに
 
　長野県北部の飯山市関田山地にある鍋倉山（標高
1288.8m）は、ブナの天然林が拡がっており、北
部の茶屋池付近や、山麓の温井集落には、ブナ林内
を歩くことが出来る遊歩道が整備され、森林浴効果
が確かめられた (Li et.al 2007) こともあり、散策拠
点として、現在も多くの人々に親しまれている。当
地では、1935 年頃から船舶用やパルプ用として択
伐されてきた（渡辺 2000）が、1986 年に大規模
な伐採計画がもち上がった。当時は、白神山地をは
じめとして天然林の伐採が全国各地で問題視され、
鍋倉山についても地域での大きな話題となっており
( 佐藤 1988)、鍋倉山ブナ林の現状把握のために現
地調査をおこなったところ、鍋倉山東斜面にブナの
巨木が多数存在する谷が発見され、1990 年の調査
を経て「巨木の谷」( 図 -1) として広く紹介された（渡
辺 1992）。この谷に自生する最大直径のブナは「森
太郎」と名付けられ、2000 年には「森の巨人たち、
巨木 100 選」に選定された。巨木の谷は遊歩道が
整備され、現在まで自然観察の対象として利用され
てきた。巨木の谷は、発見当時から幹周 300cm を
超える巨木が林立した森林を形成しており、2004
年の調査 ( 井田ら 2007) でもしばらくは順調に維
持されると見込まれていた。しかし、2010 年代に
入ると、状況に変化が見られるようになった。まず、
2011 年に通直で美しい樹形から「森姫」と名付け
られたブナが枯死し、2022 年 5 月には最大直径を
誇っていた「森太郎」が枯死 ( 信濃毎日新聞 2022)
するなど、老齢個体の倒木枯死が目立つようになっ
てきた。
　こうしたことから、巨木が林立する巨木の谷の動
態を把握するため、2023 年 5 月に、33 年間の動
態把握を目的として、1990 年の調査木を再測した。
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　2　調査方法

　調査を行った巨木の谷 ( 図 -1) は、飯山市の鍋倉
山頂の東南斜面にある。巨木の谷は、標高 980 ～
1,050 ｍに位置する凹状の崩壊地で中央に沢が形成
され、谷の末端は滝となっている。
　調査は、両年とも積雪が安定し、下層植生が雪中
に埋設している 5 月上旬に最大直径を誇っていた
森太郎を含む巨木の谷中心部でおこなった。調査対
象は、直径 10㎝以上で林冠に到達した林冠木のみ
とし、林冠到達木の位置と胸高周囲を測定した。ブ
ナが林立する巨木の谷ではあったが、林冠層の構成
種にはブナ以外にサワグルミが含まれていたことか
ら、サワグルミも計測対象とした。胸高周囲は、地
上部から 1.3m の地点における幹周を巻き尺で測定
した。なお、1990 年の測定時は、2m 以上の積雪
があったが、根開けがすすみ、雪上から地表面に降
りることが出来たので、一部を除いて測定可能だっ
た。2023 年の調査では積雪深は 50cm 以下だった
ため、測定に支障はなかった。1990 年の調査では、
巻き尺を使用して立木間を計測して位置を定めた
が、2023 年の調査ではハンディＧＰＳ (e-trek20j)
を用いて、受信精度が 5m 以下となったことを確認
して、立木位置を定めた。今回報告する立木位置は、
ハンディ GPS での測定結果である。

図 -1　鍋倉山巨木の谷位置図
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　3．結果と考察

　1990 年の調査木を再現させた巨木の谷主要部に
おける 2023 年の林冠到達木の立木位置は図 -2 の
とおりである。当該立木位置は、2023 年の生残木
の位置のみを記載したが、地域のシンボルツリーと
なっていた「森姫」及び「森太郎」については、枯
損木ではあるが、参考まで位置を示した。
　枠内におけるブナ個体の総数は 1990 年では 83、
2023 年では 52 だったが、林冠に到達した高木は
新規加入が認められなかったこともあり、1990 年
から 2023 年までの生存率は 62.7% に留まった（表
-1）。この数字は、カヤノ平ブナ原生林の 30 年間
の生残率 83% ( 渡邊・渡辺 2011) と比べると低いが、
カヤノ平では新規加入が 5% あることと、巨木の谷
では、胸高周囲で 300cm を超える大径木が 1990
年現在で 24 本と調査個体の 27% と高かったこと
が原因と考えられる。
　一方で、サワグルミは 1990 年に確認していた 9
個体が今回も確認されており、生残率は 100％だっ
た。
　 表 -1 に 示 す よ う に、1990 年 次 に 胸 高 周 囲
100cm を下回っていたブナ個体は 33 年間でなく

なった一方で、1990 年に最大個体だった森太郎
（585cm）や森姫 (474cm) が枯死するなど、大径個
体が枯死したことで、胸高周囲の階級別分布がより
狭い一山型の階級分布となっていた。一方で、サワ
グルミについては、より大径個体への進級が認めら
れた。そこで、1990 年次の胸高周囲でのブナ個体
の生残率を見ると、図 -3 のように 300cm を超え
る階級で枯死率が高くなっていた。東北地方の市場
に出荷されたブナは、胸高直径 102.7cm が最大級
とされており（Osumi&Masaki 2023）、胸高周囲
300cm を超える個体は、健全性が失われて枯死し
ていると考えれば、類似の結果といえた。一方で新
規階級が見られなかった結果、現存量及び林分開空
度に比例するブナの胸高断面積は 50.6㎡から 30.4
㎡に減少し、林冠はかなり広く開放された。
　一方でサワグルミについては 3.58㎡から 5.59㎡
へに拡大したが、個体数が少ないので林分全体への
影響はなかった。
　2023 年の調査で、環境省の基準で巨木とされ
る幹周 300cm を上回るブナは、15 本が確認され、
1990 年に確認できた 23 本と比較しても大きく
減少したわけではなかった。加えて、200 ～ 300
㎝級（直径約 80㎝）の比較的大きなブナ個体は、

図 -2　巨木の谷の生立木位置図 (2023 年 )
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2023 年次も 25 本と全体の 44% を示していること
から、すぐに「巨木の谷」と言うに相応しい林相が
失われるとは考えにくかった。
　しかし、1990 年に 300cm を超えていた 23 個
体のうち、2023 年に生き残っていたのは 6 本だけ
で、74％が枯死していた。2023 年の調査では 300
～ 400cm のブナは 12 本あったが、うち 9 本は
300cm 未満から肥大成長した個体で、400cm 以上
に成長した個体も 1 個体あった。
　2023 年に生残していたブナの平均胸高周囲は、
261.5cm で、当該個体群の 1990 年の平均胸高周
囲が 213.1cm だったことを考えると、33 年間の間
に胸高周囲が平均で 50cm ほど肥大成長しており、
仮に今後も同様の成長を示すと仮定すると、今から
33 年後の 2056 年には、313.8cm となる。この数
字は、Osumi（Osumi&Masaki 2023）が示したブ
ナの最大胸高直径 102.7cm（胸高周囲 322.5cm）
に近似し、33 年後の林分平均直径が健全なブナの
最大級に近づくとすれば、今回以上に多くの個体が
失われることを予見しており、「巨木の谷」の衰退
が危惧される。
　加えて巨木の谷は、カヤノ平など一般的なブナ原
生林で見られる若齢個体が多いＬ字型の直径階分布
( 渡辺・渡辺 2011) ではない。Ｌ字型の天然林であ
れば、大径木の枯損により同種の小径個体が成長し
森林が維持されていくことから、極相と評価されて
いるが、当地のような一山型の天然林では、大径木
が枯損してしまうと、次世代の小径個体が存在せず、
長期的にブナ林として存続できる可能性は低い。
　それどころか、今回は良好な成長を示したサワグ
ルミについても、Osumi（Osumi・Masaki 2023）
らの結果では、東北の木材市場での最大級の胸高直
径が 68.3cm とされ、当地で成長していたサワグル
ミはこのサイズを大きく上回っている。このこと
からこれまで健全に成長していたサワグルミであっ
ても、倒伏枯死が危惧される。さらに巨木の谷では
33 年間にわたって表土の攪乱が起きるような土砂
移動が起きていないことを考えると、サワグルミの
更新に適した環境である（佐藤 1995）とは考えに
くく、本来であればブナに遷移すると考えられるが
その予兆もない。
　実際、今回の調査でブナを含めた林冠層に到達す
る新規加入木が見られなかったことは、当地の森林
が維持できなくなる危険性すら秘めている。現地は、
林床に背丈を超えるチシマザサに覆われ、ササの繁
茂がブナの更新阻害要因となる可能性が高い（前田

1988）。ブナの更新はササが開花したときに限られ
る（Nakashizuka 1988）との指摘もあるが、背丈
を超えたチシマザサが繁茂している場所で 30 年以
上を要したものの、チシマザサの稈高を超えてブナ
が生育した事例もある（市原・小山 2021）。

　4．おわりに

　1980 年代に発見された鍋倉山巨木の谷では、シ
ンボルツリーの倒伏とともに巨木の谷の将来への不
安が示唆されたことで、33 年ぶりに調査を行った。
今回の結果からすぐに「巨木の谷」が失われること
はないが、ブナの直径が非常に太く、健全性が担保
できる最大級に育っている事を考えると、数十年先
まで維持できるとは考えにくいといえた。巨木の谷
に生育しているブナがいつ頃発生したのかは定かで
はないが、木材として利用できる健全なブナの最大
寿命が400年、サワグルミが170年（Osumi&Masaki 
2023）とされていることに加えて、33 年間で大径
個体を中心に 40％近くが枯損していることを考え
ると、寿命を迎えはじめているのかもしれない。
　今回の結果を受け、地域の重要な資源として多く

表 -1　胸高周囲階級別成立本数

図 -3　1990 年のブナの胸高周囲階級別における
　　　2023 年での生死
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の人々に親しまれている「巨木の谷」の観察を続け、
保全にむけた対策を考えていきたい。
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